
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実
さ
せ
る
と
と
も
に
春
闘
で

頑
張
る
こ
と
が
重
要
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
集
会
後
参
加
者

は
、
宣
伝
カ
ー
の
ア
ナ
ウ
ン
ス

で
大
阪
駅
前
ま
で
御
堂
筋
を

北
へ
デ
モ
行
進
し
ま
し
た
。
建

交
労
か
ら
は
、
大
阪
合
同
支
部

５
名
、
此
花
支
部
１
名
、
大
阪

府
本
部
役
員
２
名
が
参
加
し

ま
し
た
。 

 

げ
交
渉
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
国
労
大
阪
会
館
で

決
起
集
会
を
行
い
、
経
済
団

体
・
大
阪
府
へ
の
要
請
・
懇

談
、
宣
伝
カ
ー
運
行
、
デ
モ

行
進
な
ど
府
内
各
地
で
行
動

し
ま
し
た
。 

 

中
之
島
女
神
像
前
で
の
デ

モ
出
発
集
会
に
は
８０
名
が
参

加
。
大
阪
労
連
・
菅
議
長
が
、

中
小
企
業
団
体
か
ら
も
経
済

の
立
て
直
し
へ
賃
上
げ
が
必

要
と
い
う
声
が
出
て
い
る
と

述
べ
、「
賃
金
を
上
げ
、
雇
用

を
守
ら
な
け
れ
ば
経
済
は
回

復
し
な
い
。
コ
ロ
ナ
対
策
を
充

 

大
阪
府
本
部
は
、
１
月
２７
日

（
木
）
大
阪
春
闘
共
闘
委
員
会
と

大
阪
労
連
主
催
の
「
１
・
２７
怒
り

の
労
働
者
総
行
動
」
に
結
集
し
、

終
日
行
動
で
参
加
し
ま
し
た
。「
コ

ロ
ナ
対
策
拡
充
・
大
企
業
は
社
会

的
責
任
を
果
た
せ
！
」「
い
の
ち
と

暮
ら
し
を
守
れ
！
賃
金
と
雇
用
の

安
定
を
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
早
朝
宣
伝
は
、

な
ん
ば
一
栄
前
・
天
王
寺
駅
東
口

の
２
カ
所
で
行
い
、
建
交
労
は
、

な
ん
ば
一
栄
前
に
８
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
な
ん
ば
一
栄
前
で
建
交

労
を
代
表
し
て
荻
田
書
記
長
は
、

「
エ
ッ
セ
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
医

療
・
介
護
・
福
祉
は
賃
上
げ
さ
れ

る
が
、
運
輸
業
は
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
業
種
で
あ
り
な
が

ら
賃
上
げ
は
な
く
、
個
社
で
賃
上
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民
法
協
主
催
の
２
０
２
２
年
権

利
討
論
集
会
は
、
２
月
１７
日
（
土
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時
４５
分
ま

で
エ
ル
大
阪
会
館
と
リ
モ
ー
ト
参

加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
建
交
労

大
阪
府
本
部
か
ら
は
、
前
村
執
行

委
員
長
、
荻
田
書
記
長
と
大
阪
合

同
支
部
３
名
、
兵
庫
合
同
支
部
１

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前
の
部

は
全
体
集
会
が
行
わ
れ
、
東
京
新

聞
記
者
・
望
月
衣
塑
子
さ
ん
を
招

い
て
、
約
１
時
間
３０
分
の
学
習
会

が
行
わ
れ
、
昨
年
の
衆
議
院
選
挙

で
の
野
党
共
闘
の
意
義
や
維
新
政

治
の
悪
政
、
憲
法
改
正
に
つ
い
て

詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
、
４
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
建
交

労
は
、
第
１
分
科
会
「
裁
判
・
労

働
委
員
会
を
ど
う
た
た
か
う
か
」

第
２
分
科
会
「
ス
ト
ッ
プ
雇
止

め
」、
第
３
分
科
会
「
過
労
死
・
過

労
自
殺
を
な
く
す
た
め
に
」
を
テ
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員
長
は
「
大
阪
府
労
働
委
員

会
で
の
組
合
敵
視
に
よ
る
組

合
員
排
除
の
た
た
か
い
。
大

阪
地
方
裁
判
所
で
の
未
払
い

賃
金
請
求
な
ど
の
た
た
か

い
」
な
ど
現
状
の
報
告
と
粘

り
強
く
最
後
ま
で
た
た
か
う

決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。 

 

ー
マ
に
し
た
分
科
会
参
加
し

ま
し
た
。
第
１
分
科
会
に
参
加

し
た
兵
庫
合
同
支
部
・
大
阪
支

食
肉
市
場
分
会
：
早
瀬
執
行
委



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回
答
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

労
働
者
の
実
質
賃
金
は
２
２

年
間
横
ば
い
状
態
で
す
。
く

わ
え
て
様
々
な
食
料
品
の
値

上
が
り
と
雇
用
保
険
な
ど
税

金
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
２
０

２
２
年
春
闘
は
大
幅
な
賃
上

げ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
今

こ
そ
、
内
部
留
保
の
一
部
を

切
り
崩
し
て
労
働
者
の
賃
上

げ
に
充
て
る
べ
き
で
あ
り
、

岸
田
首
相
も
「
各
企
業
に
賃

上
げ
要
求
を
要
請
す
る
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
大
阪
府
本

部
は
８
時
間
働
け
ば
人
間
ら

し
く
生
き
る
こ
と
が
出
来
る

大
幅
な
賃
上
げ
要
求
を
掲

げ
、
２
０
２
２
年
春
闘
勝
利

を
め
ざ
し
奮
闘
す
る
決
意
で

す
。
各
職
場
の
要
求
提
出
日

と
要
求
額
は
一
覧
表
を
参

照
。 

 

 

大
阪
府
本
部
の
２
０
２
２
年

春
闘
は
「
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ

そ
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
大

幅
賃
上
げ
を
勝
ち
取
ろ
う
！
」

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
る
社
会
を
実

現
し
よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
た
た
か
い
を
す
す
め
ま
す
。 

 

春
の
組
織
拡
大
月
間
で
の

目
標
は
、
企
業
内
関
連
２０
名
拡

大
、
未
組
織
労
働
者
２０
名
、
非

正
規
労
働
者
１０
名
、
合
計
５０

名
の
拡
大
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
集
中
月
間
中
３
月
４
日
・

５
日
（
金
・
土
）
に
は
大
阪
府

下
で
宣
伝
行
動
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
組
織
強

化
を
は
か
る
た
め
に
一
般
組

合
員
を
対
象
に
し
た
学
習
会

を
開
催
し
、
組
織
拡
大
・
強
化

を
同
時
に
す
す
め
ま
す
。 

 

会
社
は
コ
ロ
ナ
不
況
を
理

由
に
賃
上
げ
出
来
な
い
と
の
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９
９
２
円
（
時
間
給
）
で
あ

り
、
今
回
の
試
算
か
ら
得
ら

れ
た
健
康
で
文
化
的
な
暮
ら

し
を
送
る
た
め
に
必
要
な
時

間
給
と
は
４
０
０
円
ほ
ど
の

隔
た
り
が
あ
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
人
間
ら
し
い
生
活
と

両
立
さ
せ
る
よ
う
な
労
働
時

間
（
月
１
５
０
時
間
、
年
間

１
８
０
０
時
間
）
で
換
算
す

る
と
男
性
＝
１
６
３
３
円

（
時
間
給
）
女
性
＝
１
６
１

４
円
（
時
間
給
）
と
な
り
、

現
行
の
最
低
賃
金
と
の
格
差

が
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
調
査
結

果
を
活
か
し
て
、
春
闘
で
の

大
幅
な
賃
上
げ
を
勝
ち
取
り

ま
し
ょ
う
。 

 

実
施
し
、
そ
れ
ら
の
結
果
を

も
と
に
普
通
の
暮
ら
し
に
必

要
な
費
用
を
一
つ
ひ
と
つ
丁

寧
に
積
み
上
げ
る
「
マ
ー
ケ

ッ
ト
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
方
式
」

に
よ
り
算
定
し
ま
し
た
。
調

査
に
は
、
約
９
，
５
０
０
名

が
回
答
し
、
今
回
は
、
そ
の

中
か
ら
大
阪
在
住
も
し
く

は
、
働
い
て
い
る
一
人
暮
ら

し
の
若
者
６
３
４
名
分
の
デ

ー
タ
ー
を
分
析
し
た
結
果
で

す
。
大
阪
府
大
阪
市
在
住
、

２５
歳
単
身
者
の
最
低
生
計

費
（
税
・
社
会
保
険
料
込
み
）

は
、
男
性
＝
２
４
万
４
９
５

１
円
、
女
性
＝
２
４
万
２
１

１
０
円
で
す
。
こ
れ
ら
を
中

央
最
賃
審
議
会
が
用
い
て
い

る
月
１
７
３
、
８
時
間
の
所

定
内
労
働
時
間
で
換
算
す
る

と
、
男
性
＝
１
４
０
９
円
（
時

間
給
）
女
性
＝
１
３
９
３
円

（
時
間
給
）
と
な
る
。
現
在

の
大
阪
府
の
最
低
賃
金
額
は

 

大
阪
春
闘
共
闘
・
大
阪
労

連
が
昨
年
か
ら
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
た
「
必
要
生
計

費
調
査
」
に
つ
い
て
結
果
が

出
ま
し
た
。
こ
の
「
必
要
生

計
費
調
査
」
は
、
現
在
の
大

阪
府
の
最
低
賃
金
９
９
２
円

で
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
た

と
し
て
も
月
額
１６
万
円
程

度
（
９
９
２
円×

８
時
間×

２
０
日
）
で
、
年
収
２
０
０

万
円
に
も
届
か
な
い
ワ
ー
キ

ン
グ
・
プ
ア
の
状
態
の
た
め
、

「
大
阪
で
労
働
者
が
普
通
に

暮
ら
す
た
め
に
必
要
な
費

用
」
を
科
学
的
デ
ー
タ
ー
に

も
と
づ
い
て
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

具
体
的
に
は
主
に
大
阪
労
連

に
加
盟
す
る
組
織
の
労
働
者

を
対
象
に
、
生
活
の
パ
タ
ー

ン
を
調
べ
る
「
生
活
実
態
調

査
」
及
び
持
ち
物
を
ど
れ
く

ら
い
所
有
し
て
い
る
か
を
調

べ
る
「
持
ち
物
財
調
査
」
を
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